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匝
瑳
市
秘
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課
広
報
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９
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３
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Ｘ
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・
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４

力
作

募
集
中

富
岡
の
薬
師

富
岡
を
歩
く

匝瑳
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　薬王寺の薬師堂

　

富
岡
区
（
豊
栄
地
区
）
は
、
国

道
２
９
６
号
に
並
行
す
る
小
高
い

台
地
上
に
寺
院
や
神
社
が
あ
り
、

そ
の
周
辺
と
台
地
縁
辺
部
に
集
落

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
大
字
は
江
戸
時
代
初
め

か
ら
明
治
22
年
３
月
ま
で
の
村
で
、

そ
の
成
立
は
お
よ
そ
４
０
０
年
ほ

ど
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
１
６
３
０

年
代
に
は
各
村
の
村
域
が
ほ
ぼ
決

ま
っ
た
よ
う
で
す
。
市
内
の
旧
八

日
市
場
市
域
52
か
村
、
旧
野
栄
町

域
６
か
村
の
計
58
か
村
の
う
ち
、

中
台
村
（
匝
瑳
地
区
）
と
こ
の
富

岡
村
だ
け
が
成
立
経
過
が
他
村
と

異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
７
０
０
年
代
の
村
名
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
「
元
禄
郷
帳
」
に

は
、
こ
の
２
か
村
の
記
載
が
見
ら

れ
ま
せ
ん
。
１
８
３
０
年
代
の

「
天
保
郷
帳
」
に
単
独
村
と
し
て

出
て
き
ま
す
が
、「
松
山
村
の
内
」

と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
富
岡
村

と
中
台
村
は
、
こ
の
１
３
０
年
間

の
あ
る
時
期
に
松
山
村
か
ら
分
離

独
立
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

村
名
の
書
か
れ
た
石
造
物

な
ど
を
調
べ
る
と
、
１
７
２

１
年
の
も
の
に
「
富
岡
邑
薬

王
寺
」
と
あ
り
、
こ
の
頃
か

ら
村
名
が
使
わ
れ
出
し
、
領

主
の
旗
本
も
独
立
を
認
め
た

の
で
し
ょ
う
。

　

薬
王
寺
に
関
し
て
は
、
大

正
10
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
匝

瑳
郡
誌
』
に
「
薬
王
寺
並
び

に
薬
師
如
来
の
由
来
」
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
本
尊
・

薬
師
如
来
像
は
古
く
か
ら
千

葉
家
に
伝
来
し
、
１
５
９
０

年
の
小
田
原
落
城
の
折
、
家
臣
・

飯
島
土
佐
守
が
像
を
抱
え
こ
の
地

で
一
夜
の
宿
と
し
た
の
が
弓
削
寺

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
寺
は
、

奈
良
時
代
の
僧
・
弓
削
道
鏡
に
ま

つ
わ
る
寺
と
さ
れ
、
記
録
が
書
か

れ
た
１
６
５
７
年
８
月
に
弓
削
寺

が
現
在
地
に
移
さ
れ
、
薬
王
寺

と
な
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

１
７
２
０
年
か
ら
１
７
７
０
年

代
に
か
け
、
弘
法
大
師
像
や
鐘
楼

堂
（
釣
り
鐘
堂
）、
山
門
な
ど
が

建
て
ら
れ
、
薬
王
寺
の
景
観
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
期
に
ま
つ

ら
れ
た
石
造
物
に
も
「
富
岡
村

中
」「
村
中
善
男
女
」「
郷
中
善
女

人
」
と
見
え
、
村
全
体
で
活
動
し

た
様
子
が
知
ら
れ
ま
す
。
１
８
４

３
年
ご
ろ
の
富
岡
村
の
家
数
は
32

軒
で
し
た
。

　

集
落
に
多
い
飯
島
姓
の
祖
先
と

さ
れ
る
土
佐
守
と
薬
王
寺
創
建
を

伝
え
る
記
録
の
実
物
、
薬
師
如
来

像
を
拝
見
す
る
機
会
は
ま
だ
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
堂
（
薬
師
堂
）
正

面
に
は
「
奉
納
四
十
九
堂
」「
奉
納

百
堂
」
と
書
か
れ
た
下
に
、
新
盆

精
霊
や
追
善
供
養
戒
名
の
お
札
が

貼
ら
れ
、
地
域
の
人
た
ち
に
こ
の

薬
師
堂
は
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
０
８
０

川　　

柳

鈴
木　

十
世
志 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

お
お
あ
ざ

げ
ん
ろ
く
ご
う
ち
ょ
う

と
さ
の
か
み

ゆ　

げ　

じ

ゆ
げ
の
ど
う
き
ょ
う

し
ょ
う
ろ
う

ど
う

む
ら

て
ん
ぽ
う

調
律
の
報
す
一
音
日
脚
伸
ぶ 

八
日
市
場
ハ　

大
川　
　

子

石
仏
の
貎
み
な
拝
し
み
く
ぢ
結
ふ 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

神
鈴
を
海
へ
誘
ふ
寒
茜 

登　

戸　
　
　

伊
藤　

さ
く

荒
海
の
能
登
の
寒
鰤
と
ど
き
け
り 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

貴
寿

福
来
た
れ
来
た
れ
来
た
れ
と
だ
る
ま
市 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

文
鎮
の
位
置
を
正
し
て
筆
始
め 

八
日
市
場
ハ　

江
波
戸
知
巳

淑
気
満
つ
夫
の
遺
愛
の
弓
と
矢
と 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

人
日
や
鈴
菜
多
目
の
粥
旨
し 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

寒
風
や
木
の
芽
は
固
く
揃
ひ
を
る 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

水
仙
は
真
冬
の
庭
に
香
し
く 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
江

初
荷
に
て
真
っ
赤
な
リ
ン
ゴ
届
け
ら
れ 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

お
め
で
と
う
真
っ
先
に
来
る
孫
達
よ 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

真
剣
な
話
に
ほ
ろ
り
払
い
込
む 

長　

谷　
　
　

石
毛
惣
一
郎

真
っ
す
ぐ
に
残
り
人
生
終
わ
り
た
い 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

真
心
を
込
め
て
手
書
き
の
年
賀
状 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

真
心
に
従
い
て
き
ま
し
た
五
十
年 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

異
人
よ
り
孫
の
片
言
聴
き
取
れ
る 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

笑
顔
に
は
苦
手
の
珈
琲
飲
み
乾
し
て 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

津

し
ゅ
う

い
ざ
な

つ
ま
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